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まえがき 

 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工

業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済

産業大臣が制定した日本工業規格である。 

これによって，JIS Z 8202-0:2000 及び JIS Z 8203:2000 は廃止され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS Z 8000 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS Z 8000-1 第 1 部：一般 

JIS Z 8000-3 第 3 部：空間及び時間 

JIS Z 8000-4 第 4 部：力学 

JIS Z 8000-5 第 5 部：熱力学 

JIS Z 8000-6 第 6 部：電磁気 

JIS Z 8000-7 第 7 部：光 

JIS Z 8000-8 第 8 部：音 
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量及び単位－第 1 部：一般 
Quantities and units-Part 1: General 

 
序文 

この規格は，2009 年に第 1 版として発行された ISO 80000-1 を基とし，技術的内容を変更して作成した

日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

0.1 量 

量体系及び単位系の表現法には，相互に矛盾がなければ異なる方法が存在してよい。どの方法を用いる

かは，あくまで取決めによって合意される。この規格では，国際度量衡総会（CGPM: Conference General de 

Poids et Mesures）が単位系として採用した国際単位系（SI: Systeme International d’Unites）の基礎となった

方法を示した。 

ここで使用されている量及び量の間の関係は，物理科学の全域にわたってほぼ普遍的に受け入れられて

いるものである。それらは今日，大多数の科学の教科書に記載されており，全ての科学者及び技術者によ

く知られている。 

注記 CGS-ESU 系 1)，CGS-EMU 系 1) 及びガウス系での電磁気単位の場合，定義される量体系に相違

がある。CGS-ESU 系では，電気定数 ε0（真空の誘電率，permittivity of vacuum）は 1，すなわち

無次元として定義されており，CGS-EMU 系では，磁気定数 µ0（真空の透磁率，permeability of 

vacuum）は 1，すなわち無次元として定義されているが，対照的に国際量体系（ISQ）では，そ

れらは無次元ではない。ガウス系は，CGS-ESU 系及び CGS-EMU 系に関連しており，同じ混乱

がある。 

力学において，一般にニュートンの運動の法則は，F＝c･ma と表す。古い技術体系である

MKS 単位系 2) では c＝1/gn であり，gn は自由落下の標準加速度である。国際量体系（ISQ）で

は，c＝1 である。 

注 1) CGS：センチメートル－グラム－秒，ESU：静電単位，EMU：電磁単位 
2) MKS：メートル－キログラム－秒 

量及び量の間の関係は，本質的にその数は無限であり，新しい分野の科学及び技術の発展に伴って進化

し続けている。したがって，この規格にこれらの量及び量の間の関係を全て規定することは不可能である。

代わりに，より一般的に使用される量及び量の間の関係を規定している。 

特定の専門分野で活動している規格利用者が，関心をもっている量が，この規格又はその他の規格に規

定されていないと気付く可能性がある。しかし，これらの規格利用者が，関心をもっている量を，この規

格に規定されている，よりよく知られている例に関係付けることができれば，規格利用者が関心をもって


